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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
1) 各学科・教科の編成するカリキュラムや

実習・課題研究の取組について、80％以
上の生徒が満足している。

○生徒の実態と進路選択に合致したｶﾘｷｭﾗﾑの編成や、幅広
い選択科目を設定する。

A A

学習成果発表会では、専門性の高さ、子
ども達の熱量を感じた。工業高校での成
長の様子がよく分かった。

2) 学校生活が充実していると感じている生
徒の割合は、80％以上である。

○課題研究や実験・実習において、各学科の特徴を活かす
ために各種競技会等に参加し、学習成果発表会を実施す
る。

A A

元気に挨拶をしてくれる生徒が多く気持
ちが良い。学校生活を充実しているよう
に感じられる。

3) 生徒が資格取得等に積極的に取り組み、
１回以上検定試験を受験している。

○学科間を横断する指導体制を整え、効率良い指導を行
う。
○生徒の進路選択に対応した資格について指導・助言す
る。

A A

4) 生徒の取り組んだ結果として、90％以上
の生徒が１つ以上の資格を有している。

○学科間を横断する指導体制を整え、効率良い指導を行
う。
○生徒の進路選択に対応した資格について指導・助言す
る。

C C

3 生徒の実態に応じ
た指導を行ってい
ますか。

5) 研究授業や職員研修などで、生徒の実態
を把握するためのアンケート等を複数回
行っている。

○生徒の理解度や実態に即した指導を行う。
○授業ｱﾝｹｰﾄ等を活用し、生徒の実態把握に努め、指導内容
の改善に生かす。

D C D

クロームブックを有効活用し、各教科担
当者が工夫を凝らした授業に取り組んで
いた。

4 生徒は確かな学力
を身に付けていま
すか。

6) 専門教科と普通教科をﾊﾞﾗﾝｽよく学び、基
礎学力を向上させることで80％以上の生
徒が学習に対し達成感や満足感を持って
いる。

○職員研修を実施し、職員の資質向上に努めるとともに、
新学習指導要領に即した授業や教材内容等を精選する。
○全職員対象の授業参観･教員相互の公開研究授業を実施す
る。

C C

”基礎が大事”という授業をしっかり
やっている。

5 生徒の学び合いの
充実に重点を置い
た指導を行ってい
ますか。

7) 自分の考えや意見を相手に伝えるととも
に、相手の意見に耳を傾け、仲間と協力
し合って活動することができる生徒が
80％以上である。

○生徒の自主性を尊重し、生徒同士で話し合いが進められ
るよう指導・助言を行う。
○3年生全員が学習成果発表会で各々の研究発表を行う。 B C B

学習成果発表会では、各班毎に協力し
合って学習に取り組み、素晴らしいと感
じた。

6 組織的・継続的な
指導を行っていま
すか。

8) 職員会議や学年会議・科会議等において､
生徒に関する情報交換を月３回以上行っ
ている。

○定例の職員会議や学年会議・科会議等で情報を交換し共
有する。 C C

9) 職員や来校者に積極的に挨拶ができる生
徒が80％以上である。

○全職員で協力し、朝の玄関前挨拶指導・校門前指導を行
う。
○職員が継続的に授業や廊下等で声かけ等を行い、生徒自
ら挨拶できるよう働きかける。

A A A

10) 生活アンケートから、気になる事例が発
見された際、対応を始めるまでの期間が
５授業日以内である。

○教育相談会議などで、情報交換を図る。
○スクールカウンセラーの活用を生徒･保護者･職員に周知
する。
○定期的に生活アンケートを実施する。
○ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによる「こころの教育事業（講演会）」を各
学年に実施し、良好な人間関係作りに努める。

A A

11) いじめへの早期対処に努め、事例の把握
から対応し始めるまでが３授業日以内で
ある。

○発生時の事実確認を組織的に行う。
○該当者の人間関係を踏まえ、担任・副担任・学年主任だ
けでなく、各科主任・部活動顧問・教育相談係等も担当と
して組織する。

A A

12) 「いじめ防止基本方針」について、80％
以上の生徒、保護者が理解している。

○「いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ防止に向けた
取組を計画的に行う。 D D

13) 部活動に加入している生徒のうちの80％
以上が、意欲的に活動している。

○全職員を部活動に配置し、互いに協力して積極的に指導
する。 B C B

14) 生徒の安全な登下校のために、交通指導
を定期的に行い、交通事故の割合が前年
以下になっている。

○自転車マナー指導、ヘルメット着用指導を定期的に全職
員で協力して実施する。 D D

9 計画的な指導を
行っていますか。

15) 進路関係の行事やガイダンスを年５回以
上実施する。

○生徒の成長や進路意識に応じたガイダンスや講話などを
計画的に実施する。

A A

10 生徒は自らの進路
について真剣に考
え、その実現に向
けて取り組んでい
ますか。

16) 自分の進路について真剣に考え、その実
現のために努力している生徒が80％以上
である。

○PTA・同窓会の協力による模擬面接会を実施する。
○希望する企業や進学先について生徒が自ら研究できるよ
う指導・助言をする。
○2学年全員が就業体験を実施する。

A B B

17) PTAの諸行事に、50％以上の保護者が参
加している。

○ＰＴＡ活動や諸行事の情報発信を積極的に行い、多くの
保護者の参加を促す。 A A

18) 地域と関わり合いのあるボランティア活
動を年3回以上行っている。

○各部活動や委員会等で、地区の行事に参加･協力をする。
A A

19) HPでの情報発信を月１回以上行ってい
る。

○HPを頻繁に更新し、学校の情報を発信する。 A A

12 ＩＣＴを活用した
指導を行っていま
すか。

20) ICT機器を用いた授業等の取り組みについ
て、80％以上の生徒が満足している。

○ICT機器を用いて、生徒の活用能力の把握に努め、新学習
指導要領に即した授業等における課題配信や採点など活用
方法の改善を進める。

B B

13 ＩＣＴを活用した
業務改善を行って
いますか。

21) ICT機器を活用して、アンケート集計など
の業務を学期ごとに３回以上行ってい
る。

○ICT機器を用いて、各種アンケートや学習状況調査等を実
施する。 B B

資格があることで進路選択の幅が広が
る。ぜひ、今後も資格取得に力を入れて
欲しい。
資格を取得することで、自信を持って学
習にも取り組めるのではないか。

先生方の登校時の声かけ指導や給食指導な
ど、とても細かいことを皆さんでしているこ
とに感謝をしています。今後も、このように
全職員で指導をしていただくことをお願いし
たい。

定期的なアンケートの実施や、職員間での情
報共有などを図り、いじめに発展する前に対
応していることはとてもありがたいと思う。
「いじめ防止基本方針」を生徒・保護者が理
解できるようにしたいと思う。
また、家庭との連携を図り、家庭からの情報
提供をしてもらいたい。

生徒がヘルメットを着用している様子が少し
少ないように感じる。命に関わることなの
で、今後もより一層着用を薦めてくれるとあ
りがたい。

学校関係者評価

教育デジタル化
に努めています
か。

Ⅵ

達成状況のまとめ及び次年度の課題

カリキュラムや学校生活に生徒は十分満足しており、資格取得等にも積極的
に取り組んでいる。資格の取得については、目標の90%にわずかに届かな
かった。来年度も継続して資格指導等に取り組み、生徒にとって結果が出せ
るように努めたい。

講義だけでなく、生徒同士の話し合いや発表の場を多く設け、生徒の学び合
いの充実に重点を置いた指導を行っており、協働学習ができている印象が生
徒のアンケートからも読み取れる。一方で、生徒の実態把握のための取り組
みでは、職員と生徒で大きな認識の差が見られ、その結果が、基礎学力の向
上についてのアンケート結果につながっていると捉えられる。個に応じた学
習指導ができるよう、実態把握から取り組んでいきたい。

充実した学校生活についての指導に関しては、挨拶やいじめ対応ではしっか
り取り組めていることが分かる。一方で生徒、保護者への「いじめ防止基本
方針」の周知が足りなかった。ホームページへの掲載だけでなく、学校生活
や保護者会等でも内容について取り扱い、いじめが起こったときの対応を周
知するとともに、いじめ防止についてより一層取り組んでいきたい。

事故件数については昨年度より増加した結果、Ｄ評価となっている。1、2学
期共に自転車事故が多く、ヘルメットの着用と合わせて継続して指導してい
く。

生徒の進路実現のために、年間に多くの進路関係の行事やガイダンスを行っ
ており、その結果、生徒自身の進路決定への努力につながっていると考え
る。一人一人の進路決定にあたり、引き続き支援をしていきたい。

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

11

8

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策
羅　　　　　針　　　　　盤

生徒、保護者との連絡など、メール送信
での発信や、ICT機器を活用してのアン
ケート集計などは大変ありがたく工業高
校らしいと思う。

教育のデジタル化については、授業・業務を改善する手段としてICTを用い
てきた。各目標は達成されているが、日々新しいシステムや活用方法が出て
きているので、本校の教育活動により適したものを取り入れ、改善していき
たい。

PTA行事への取り組み、ボランティア活動、ホームページでの情報発信はい
ずれも目標を大きく達成した。より地域に開かれた学校となるべく、目標設
定を見直し、取り組んでいきたい。

地域の小学校でのボランティアに参加し
ていただきありがたい。今後も地域との
つながりを更に広げて欲しい。

進路の一環として、就業体験を始め、企
業見学や大学見学などを実施しているこ
とで、進路に対する意識や準備などが早
くから始められ、とても良いことだと思
う。今後も続けて欲しい。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

1 特色ある教育活動
を行っています
か。

2 資格取得や検定試
験に向けた適切な
指導を行っていま
すか。

Ⅴ
家庭、地域社会に
積極的に情報発信
をしていますか。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

7 学校はいじめの防
止や早期発見に向
けた取組を積極的
に行っています
か。

Ⅳ

生徒は健康で、規
則正しい学校生活
を送っています
か。


